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第
一
部

通

史





第
一
編

札
幌
農
学
校
か
ら
北
海
道
大
学
へ

（
一
八
七
二
〜
一
九
六
八
年
）



お
雇
い
外
国
人
招
聘
と
海
外
留
学
生
派
遣
に
よ
る
欧
米
の
科
学
技
術
導
入
に
始
ま
る
開
拓
使
の
教
育
政
策
の
試
行
は
、
北
海
道
「
開

拓
」
の
指
導
者
を
養
成
す
る
札
幌
農
学
校
の
開
設
と
い
う
形
で
実
を
結
び
、
教
頭
に
招
い
た
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
外

国
人
教
師
と
、
才
能
豊
か
な
生
徒
た
ち
を
得
た
農
学
校
は
独
自
の
校
風
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
第
一
期
生
佐
藤
昌
介
が
長
く

校
長
・
学
長
・
総
長
を
務
め
、
文
部
省
直
轄
学
校
へ
の
改
組
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
と
し
て
の
帝
国
大
学
昇
格
、
北
海
道
帝
国
大

学
と
し
て
の
独
立
と
、
学
校
の
経
営
基
盤
の
安
定
化
と
組
織
の
拡
張
を
図
っ
て
い
っ
た
。
学
術
に
お
い
て
は
農
学
を
中
心
に
高
度
な
研

究
が
進
め
ら
れ
、
北
海
道
帝
国
大
学
成
立
後
は
九
つ
の
帝
国
大
学
の
一
つ
と
し
て
、
農
・
医
・
工
・
理
学
の
諸
分
野
で
近
代
日
本
の
学

術
研
究
の
中
核
を
担
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
戦
時
期
に
は
科
学
研
究
に
関
わ
る
三
つ
の
附
置
研
究
所
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
開
校
以

来
敗
戦
に
至
る
ま
で
、
北
海
道
に
と
ど
ま
ら
ず
、
樺
太
、
台
湾
、
朝
鮮
、
満
州
、
南
洋
諸
島
と
い
っ
た
植
民
地
な
ど
の
経
営
と
も
深
い

関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。

敗
戦
後
は
、
民
主
化
の
動
き
と
連
動
し
て
北
海
道
帝
国
大
学
で
も
戦
後
改
革
の
検
討
と
模
索
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
こ
の
間
に
、

長
く
懸
案
で
あ
っ
た
文
系
学
部
が
創
設
さ
れ
、
総
合
大
学
と
し
て
の
体
制
が
整
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
は
新
制
北
海
道
大
学
へ
の
改
組

が
行
わ
れ
、
以
降
、
国
立
総
合
大
学
と
し
て
戦
後
日
本
の
高
等
教
育
の
基
幹
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
新

た
な
学
部
の
創
設
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
タ
ー
や
学
部
附
属
施
設
な
ど
の
新
設
が
行
わ
れ
、
大
学
組
織
の
拡
張
が
急
速
に
進
ん
だ
。
一
方

で
学
生
運
動
や
学
寮
問
題
、
教
養
部
を
め
ぐ
る
議
論
な
ど
、
大
学
の
管
理
・
運
営
や
教
育
・
研
究
体
制
に
関
わ
る
問
題
も
噴
出
し
、
こ

の
あ
と
の
大
学
紛
争
や
大
学
改
革
の
動
き
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

第
一
編
は
、
札
幌
農
学
校
設
置
に
繋
が
る
開
拓
使
の
教
育
政
策
か
ら
、
戦
後
に
北
海
道
大
学
と
な
り
基
幹
大
学
と
し
て
組
織
拡
張
が

進
ん
だ
一
九
六
八
年
、
大
学
紛
争
前
夜
ま
で
に
つ
い
て
、『
北
大
百
年
史
』
通
説
（
一
九
八
二
年
）
の
「
通
史
」
の
記
述
を
約
四
分
の

一
に
圧
縮
し
、
適
宜
加
筆
を
行
っ
た
。
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